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	スライド番号 1
	ICT街づくりのこれまでを振り返って��基本的にはエネルギー、自動車など、日本市場で既に基盤整備が進んでいる分野で、海外市場の事業機会が大きいが、医療等の分野については、新興国の総需要規模が相対的に小さくなるケースがある。
	ICT街づくりのこれまでを振り返って�･「売れ線」の人口30万都市事例が蓄積されつつあり、ＩＣＴ街づくり案件は紙とCG、空き地から、実際の町を実績としてアピールする段階へ。
	次のフォーカスは？��次世代都市インフラの方向性として、コンパクト化、スマート化、都市インフラの横断管理(スマート化の一部に包含)が注目される。
	次世代都市インフラの環境動向��個別社会基盤の最適化とあわせて、各社会基盤間での統合・相互運用によって、更なる最適化をはかる取組みとして、都市基盤の包括、横断管理が注目されている。
	次世代都市インフラ	横断型都市管理へのアプローチ��大別して3つの方向から統合管理が求められる。都市活動(エネルギー消費)、汚染・公害等の監視、パブリックセーフティの統合化。特にセーフティへの注目が集まっている。
	横断型都市管理の課題(特に先進国)��現在の行政体系とのミスマッチ、誰にでもわかる横断効果が見当たらないこと。
	横断型都市管理のIT分野での課題��縦割りの都市インフラ管理を横断的に管理するアプローチを指向しているが、具体的なメリットが十分、固められない状況。横断管理の肝は、セーフティが重要か？
	都市管理のモデル	都市内コミュニティへの注目��・都市内での啓蒙、世論把握、環境負荷軽減等へのインセンティブ付与、見える化等から、住民の意識に働きかけて、都市管理の高度化をはかるアプローチの検討。

